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（資料 1） 

 

令和元年度「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」に

基づく対応状況等に関する調査結果 

 

【調査目的】 

   「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」（以下「高齢者虐

待防止法」という。）に基づき、令和元年度の高齢者虐待の対応状況等を把握するため、

調査を実施した。 

 

【調査対象】 

   全国 1,741 市町村（特別区を含む。）及び 47 都道府県。 

 

【令和元年度調査方法】 

   令和元年度中に新たに相談・通報があった事例や平成 30 年度以前に相談・通報があっ

たもののうち、令和元年度中に事実確認や対応を行った事例、市町村や都道府県におけ

る高齢者虐待対応に関する体制整備の実施状況等について Excel ファイルの調査票を上

記自治体へ配布し、回答を得たもの。 

 

【留意事項】 

   割合（％）は四捨五入しているので、内訳の合計が 100％に合わない場合がある。 

 

【調査結果概要】 

１．高齢者虐待判断件数等        （【 】内は添付資料：調査結果のページ番号） 

 

   高齢者虐待と認められた件数は、養介護施設従事者等（※１）によるものが令和元年

度で 644 件であり、前年度より 23 件（3.7％）増加したのに対し、養護者（※２）によ

るものは 16,928 件であり、前年度より 321 件（1.9％）減少した。また、市町村への相

談・通報件数は、養介護施設従事者によるものが2,267件であり、前年度より80件（3.7％）

増加したのに対し、養護者によるものは 34,057 件であり、前年度より 1,826 件（5.7％）

増加した。表１、図１～２【2～6P、12～14P】 
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表１ 高齢者虐待の虐待判断件数、相談・通報件数（平成 30 年度対比） 

 養介護施設従事者等（※1）によるもの 養護者（※2）によるもの 

 虐待判断件数 

（※3） 

相談・通報件数 

（※4） 

虐待判断件数 

（※3） 

相談・通報件数 

（※4） 

令和元年度 644 件 2,267 件 16,928 件 34,057 件 

平成 30 年度 621 件 2,187 件 17,249 件 32,231 件 

増減 

(増減率) 

23 件 

（3.7％） 

80 件 

（3.7％） 

-321 件 

（-1.9％） 

1,826 件 

（5.7％） 

※1 介護老人福祉施設など養介護施設又は居宅サービス事業など養介護事業の業務に従事する者 

※2 高齢者の世話をしている家族、親族、同居人等 

※3 調査対象年度（平成 31 年 4月 1日から令和 2年 3月 31 日）に市町村等が虐待と判断した件数（施設従事者

等による虐待においては、都道府県と市町村が共同で調査・判断した事例及び都道府県が直接受理し判断し

た事例を含む。） 

※4 調査対象年度（同上）に市町村が相談・通報を受理した件数 
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図１ 養介護施設従事者等による高齢者虐待の

相談・通報件数と虐待判断件数の推移
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２．養介護施設従事者等による高齢者虐待 
 

（１）相談・通報者 

  相談・通報者 2,642 人のうち、「当該施設職員」が 628 人（23.8％）で最も多く、次いで

「家族・親族」が 499 人（18.9％）であった。（複数回答）【2～3P】 

  ※ 1 件の事例に対し複数の者から相談・通報が寄せられるケースがあるため、相談・通報者数は相談・通報

件数 2,267 件と一致しない。 

（２）事実確認の状況 

  相談・通報の受理から事実確認開始までの期間の中央値は 7 日であり、相談・通報の受

理から虐待判断までの期間の中央値は 36日であった。【3P】 

（３）虐待の発生要因 

  「教育・知識・介護技術等に関する問題」が 366 件（56.8％）で最も多く、次いで「職員

のストレスや感情コントロールの問題」が 170 件（26.4％）、「虐待を助長する組織風土や

職員間の関係の悪さ、管理体制等」が 132 件（20.5％）、「人員不足や人員配置の問題及び

関連する多忙さ」が 81件（12.6％）であった。（複数回答）【4P】 

（４）過去の指導等 

  虐待の事実が認められた 644 件の施設・事業所のうち、199 件（30.9％）が過去何らかの

指導等（虐待以外の事案に関する指導等を含む）を受けており、過去にも虐待事例が発生

していたケースが 23 件あった。【4P】 

（５）虐待の事実が認められた施設・事業所の種別 

  「特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）」が 190 件（29.5％）で最も多く、次いで「有

料老人ホーム」が 178 件（27.6％）、「認知症対応型共同生活介護（グループホーム）」が 95

件（14.8％）、「介護老人保健施設」が 72件（11.2％）であった。【6P】 

（６）虐待の内容 

  ◯ 養介護施設従事者等による虐待において特定された被虐待高齢者 1,060 人のうち、

虐待の種別では「身体的虐待」が 637 人（60.1％）で最も多く、次いで「心理的虐待」

309 人（29.2％）、「介護等放棄」212 人（20.0％）であった。（複数回答）図３【7P】 
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図３ 虐待の種別の割合

※被虐待高齢者が特定できなかった35件を除く609件における被虐待者の総数1,060人に対する集計（複数回答）。

（％）
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  ◯ 被虐待高齢者 1,060 人のうち、「身体拘束あり」は 277 人（26.1％）であった。【7P】 

  ◯ 虐待の程度（深刻度）では、5 段階評価で最も軽い「深刻度 1」（生命・身体・生活

への影響や本人意思の無視等）が 593 人（55.9％）である一方、最も重い「深刻度 5」

（生命・身体・生活に関する重大な危険）は 26人（2.5％）であった。図４【8P】 

  ◯ 養介護施設従事者等による虐待における死亡事例は 4件であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）被虐待高齢者の状況 

  ◯ 被虐待高齢者 1,060 人のうち、「女性」が 741 人（69.9％）を占め、年齢は「85～89

歳」が 249 人（23.5％）、「90～94 歳」が 206 人（19.4％）であった。また、要介護度

3 以上の者が 803 人（75.8％）、被虐待高齢者の認知症日常生活自立度Ⅱ以上の者が

804 人（75.8％）、要介護認定者のうち障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）A

以上の者が 610 人（57.5％）であった。【8～9P】 

 

 （認知症との関係） 

  ○ 入所系施設における被虐待高齢者の「認知症の程度」と「虐待種別」の関係をみる

と、被虐待高齢者の認知症日常生活自立度Ⅳ／Ｍの場合、身体的虐待を受ける割合が

特に高い。図５【27P】 
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図４ 虐待の程度（深刻度）の割合

深刻度１ 深刻度２ 深刻度３ 深刻度４ 深刻度５

※被虐待高齢者が特定できなかった35件を除く609件における被虐待者の総数1,060人に対する集計。
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図５ 入所系施設における被虐待高齢者の認知症の程度と虐待種別の関係

なし／自立／Ⅰ(n=48)

Ⅱ (n=138)

Ⅲ (n=270)

Ⅳ／Ｍ (n=143)

（％）

※「入所系施設」は介護保険施設、認知症対応型共同生活介護（グループホーム）、小規模多機能型居宅介護、有料老人ホーム、軽

費老人ホーム、養護老人ホーム、老人短期入所施設をさす。虐待種別は複数回答形式で集計。認知症の有無・程度が不明のケース

を除く。
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  ○ 入所系施設における被虐待高齢者の「認知症の程度」と「虐待の程度（深刻度）」の

関係をみると、被虐待高齢者の認知症日常生活自立度Ⅳ／Ｍの場合「深刻度 3」以上の

割合が 35.7%を占めていた。図６【27P】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （要介護度との関係） 

  ○ 入所系施設における被虐待高齢者の「要介護度」と「虐待種別」の関係をみると、要

介護度が重度になるほど「身体的虐待」の割合が高まる傾向がみられた。図７【28P】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （日常生活自立度（寝たきり度）との関係） 

  ○ 入所系施設における被虐待高齢者の「日常生活自立度（寝たきり度）」と「虐待種別」

の関係をみると、「日常生活自立度（寝たきり度）」が低くなる（身体機能が低下する）

ほど「身体的虐待」の割合が高い傾向がみられた。図８【28P】 
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※「入所系施設」は介護保険施設、認知症対応型共同生活介護（グループホーム）、小規模多機能型居宅介護、有料老人ホーム、軽費老

人ホーム、養護老人ホーム、老人短期入所施設をさす。認知症の有無・程度が不明のケースを除く。

図６ 入所系施設における被虐待高齢者の認知症の程度と虐待の程度（深刻度）の関係
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図７ 入所系施設における被虐待高齢者の要介護度と虐待種別の関係

自立／要支援／要介護１(n=75)

要介護２(n=82)

要介護３(n=231)

要介護４(n=278)

要介護５(n=241)

（％）

※「入所系施設」は介護保険施設、認知症対応型共同生活介護（グループホーム）、小規模多機能型居宅介護、有料老人

ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム、老人短期入所施設をさす。虐待種別は複数回答形式で集計。要介護度が不明

のケースを除く。
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 （施設種別との関係） 

  ○ 「介護保険施設」や「認知症対応型共同生活介護（グループホーム）・小規模多機能

型居宅介護」、「その他入所系」では、居宅系と比べて「身体的虐待」や「介護等放棄」

が含まれる割合が高い。 

  ○ 「居宅系」では、他の施設種別に比べて「心理的虐待」や「経済的虐待」が含まれる

割合が高い。図９【29P】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 「施設種別」と「虐待の程度（深刻度）」の関係をみると、「認知症対応型共同生活介

護（グループホーム）・小規模多機能型居宅介護」、「介護保険施設」において「深刻度

3以上」の割合が高い傾向がみられた。図 10【30P】 
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図８ 入所系施設における被虐待高齢者の

日常生活自立度（寝たきり度）と虐待種別の関係
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※「入所系施設」は介護保険施設、認知症対応型共同生活介護（グループホーム）、小規模多機能型居宅介護、有料老人

ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム、老人短期入所施設をさす。虐待種別は複数回答形式で集計。寝たきり度が不明

のケースを除く。
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図９ 施設等種別ごとの虐待種別の関係
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その他入所系 (n=385)
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（％）

※被虐待高齢者ごとに集計。「その他入所系」は有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム、老人短期入所施設をさす。虐待種別

は複数回答形式で集計。
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（８）虐待を行った養介護施設従事者等（虐待者）の状況 

  ◯ 養介護施設従事者等による虐待において特定された虐待者の 835 人のうち、「50～59

歳」が 130 人（15.6％）、「30～39 歳」が 125 人（15.0%）、「30歳未満」が 124 人（14.9％）、

「40～49 歳」が 114 人（13.7％）、職種は「介護職」が 664 人（79.5％）であった。【9

～10P】 

  ○ 虐待者の性別は、「男性」が 437 人（52.3%）、「女性」が 361 人（43.2%）であった。

虐待者の男女比については、介護従事者全体（介護労働実態調査）に占める男性の割

合が 20.5%であるのに比して、虐待者に占める男性の割合が 52.3%であることを踏まえ

ると、虐待者は相対的に男性の割合が高い。図 11【30P】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 虐待者の男女別年齢と介護従事者を比較すると、男性・女性ともに「30 歳未満」の

虐待者の割合が介護従事者全体よりも高い傾向がみられる。図 12【30P】 
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図１１ 虐待者の性別と介護従事者の性別の比較
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※「介護従事者」は、介護労働安全センター『令和元年度介護労働実態調査』による。
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図１０ 施設等種別と虐待の程度（深刻度）の関係

深刻度１ 深刻度２ 深刻度３ 深刻度４ 深刻度５

※被虐待高齢者ごとに集計。「その他入所系」は有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム、老人短期入所施設をさす。
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（９）虐待の事実が認められた事例への対応状況 

   市町村等において、施設等への指導、改善計画の提出のほか、法の規定に基づく改善

勧告、指定効力の停止等の対応が取られていた。【10～11P】 

 

３．養護者による高齢者虐待 

 

（１）相談・通報者 

  相談・通報者 36,730 人のうち「介護支援専門員」が 10,119 人（27.5％）で最も多く、

次いで「警察」が 10,007 人（27.2％）、「家族・親族」が 2,895 人（7.9％）であった。【12P】 

※ 1 件の事例に対し複数の者から相談・通報が寄せられるケースがあるため、相談・通報者数は相談・通報

件数 34,057 件と一致しない。 

（２）事実確認の状況 

  ○ 相談・通報の受理から事実確認開始までの期間の中央値は 0 日（即日）であり、相

談・通報の受理から虐待判断までの期間の中央値は 2日であった。【13P】 

  ○ 相談・通報件数 35,125 件（平成 30 年度以前に相談・通報があったもののうち、令

和元年度中に事実確認を行ったものを含む。）について、市町村が事実確認を行った事

例 33,398 件（95.1％）のうち、「訪問調査」が 21,942 件（62.5％）、「関係者からの情

報収集」が 11,270 件（32.1％）、「立入調査」が 186 件（0.5％）により実施された。

【13P】 

（３）虐待の発生要因 

  虐待者の「性格や人格（に基づく言動）」が 9,178 件（54.2％）、被虐待者の「認知症の

症状」が 9,037 件（53.4％）、虐待者の「介護疲れ・介護ストレス」が 8,183 件（48.3％）

であった。（複数回答）【14～15P】 

（４）虐待の内容 

  ◯ 養護者による虐待において特定された被虐待高齢者 17,427 人のうち、虐待の種別で

は「身体的虐待」が 11,702 人（67.1％）で最も多く、次いで「心理的虐待」が 6,874

27.7

13.0

13.6

6.1

28.4

35.4

13.2

16.9

16.8

30.6

24.4

29.2

27.1

21.0

48.8

47.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査での虐待者

介護従事者

本調査での虐待者

介護従事者

男
女

図１２ 虐待者と介護従事者の性別と年齢の比較

30歳未満 30～39歳 40～49歳 50歳以上

※性別・年齢は「不明」を除く。「介護従事者」は、介護労働安全センター『令和元年度介護労働実態調査』による。

男

女
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人（39.4％）、「介護等放棄」が 3,421 人（19.6％）、「経済的虐待」が 2,997 人（17.2％）

であった。（複数回答）図 13【15P】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◯ 虐待の程度（深刻度）の割合は、5 段階評価で「深刻度 3」（生命・身体・生活に著

しい影響）が 5,966 人（34.2％）と最も多く、次いで「深刻度 1」（生命・身体・生活

への影響や本人意思の無視等）が 5,293 人（30.4％）であった。一方、最も重い「深刻

度 5」（生命・身体・生活に関する重大な危険）は 1,330 人（7.6％）であった。図 14

【16P】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）被虐待高齢者の状況 

  ◯ 被虐待高齢者 17,427 人のうち、「女性」が 13,111 人（75.2％）を占め、年齢では「80

～84 歳」が 4,093 人（23.5％）、「75～79 歳」が 3,727 人（21.4％）であった。要介護

認定の状況は、「認定済み」が 11,847 人（68.0％）であり、要介護別の内訳は「要介

護 1」が 3,046 人（25.7％）、「要介護 2」が 2,568 人（21.7％）、「要介護 3 以上」が

4,446 人（37.5％）であった。また、要介護認定者における認知症高齢者の日常生活自

立度Ⅱ以上は 8,614 人（72.7％）、要介護認定者のうち障害高齢者の日常生活自立度

（寝たきり度）A以上は 8,303 人（70.1％）であった。【16～17P】 

 

 

67.1 

19.6 

39.4 

0.3 

17.2 

0

20

40

60

80

身体的虐待 介護等放棄 心理的虐待 性的虐待 経済的虐待

図１３ 虐待の種別の割合

※被虐待高齢者の総数17,427人に対する集計（複数回答）。

（％）

30.4 20.6 34.2 7.1 7.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

図１４ 虐待の程度（深刻度）の割合

深刻度１ 深刻度２ 深刻度３ 深刻度４ 深刻度５

※被虐待者の総数17,427人に対する集計。
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（認知症との関係） 

  ○ 被虐待高齢者の「認知症の程度」と「虐待種別」の関係をみると、被虐待高齢者に重

度の認知症がある場合には「介護等放棄」を受ける割合が高い。一方で「心理的虐待」

では逆の傾向がみられた。図 15【33P】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 被虐待高齢者の「認知症の程度」と「虐待の程度（深刻度）」の関係をみると、「介護

保険未申請・申請中・自立」及び「認知症自立度Ⅲ以上」において「深刻度 4・5」の

割合が相対的に高い。図 16【33P】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （要介護度との関係） 

  ○ 被虐待高齢者の「要介護度」と「虐待種別」の関係をみると、「心理的虐待」では要

介護度が重い方の割合が低く、「介護等放棄」では逆の傾向がみられた。図 17【32P】 

 

70.7

13.4

44.4

0.4

15.2

64.9

16.5

48.8

0.7

18.1

66.3

22.0

38.0

0.5

18.0

65.8

28.5 28.3

0.7

18.6

0

20

40

60

80

100

身体的虐待 介護等放棄 心理的虐待 性的虐待 経済的虐待

図１５ 被虐待高齢者の認知症の程度と虐待種別の関係

介護保険未申請・申請中・自

立 (n=5,526)
要介護認定済み／認知症な

し・自立度Ⅰ(n=3,046)

認知症自立度Ⅱ
(n=4,166)

認知症自立度Ⅲ以上
(n=4,100)

（％）

※介護保険申請状況、認知症の有無・程度が不明のケースを除く。虐待種別は複数回答形式で集計。

31.0

32.4

29.1

28.2

20.6

20.5

22.6

19.6

32.7

34.2

34.4

36.3

7.0

6.9

6.7

8.0

8.7

5.9

7.2

7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

介護保険未申請・申請

中・自立 (n=5,526)

要介護認定済み／認知

症なし・自立度

Ⅰ(n=3,046)

認知症自立度Ⅱ
(n=4,166)

認知症自立度Ⅲ以上
(n=4,100)

図１６ 被虐待高齢者の認知症の程度と虐待の程度（深刻度）の関係

深刻度１ 深刻度２ 深刻度３ 深刻度４ 深刻度５

※介護保険申請状況、認知症の有無・程度が不明のケースを除く。
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  ○ 被虐待高齢者の「要介護度」と「虐待の程度（深刻度）」の関係をみると、要介護度

が重い場合に深刻度が高まる傾向がみられた。図 18【32P】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （日常生活自立度（寝たきり度）との関係） 

  ○ 被虐待高齢者の「日常生活自立度（寝たきり度）」と「虐待種別」の関係をみると、

被虐待高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）が低くなる（身体機能が低下する）ほ

ど「介護等放棄」を受ける割合が高い。一方で、「身体的虐待」や「心理的虐待」につ

いては逆の傾向がみられた。図 19【33P】 

 

 

36.0

34.2

31.1

31.0

28.3

26.7

23.5

20.0

21.3

21.8

22.0

19.8

19.6

17.5

31.7

32.8

34.0

33.9

36.2

37.4

38.2

6.5

6.7

7.3

6.0

7.2

9.1

8.7

5.9

5.0

5.8

7.1

8.5

7.3

12.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

要支援１(n=801)  

要支援２(n=966) 

要介護１(n=3,046)

要介護２(n=2,568)

要介護３(n=2,129)

要介護４(n=1,452)

要介護５(n=865)  

図１８ 被虐待高齢者の要介護度と虐待の程度（深刻度）の関係

深刻度１ 深刻度２ 深刻度３ 深刻度４ 深刻度５

※要支援・要介護認定済者から要介護度不明の20人を除く。

68.3

9.4

49.7

0.5

15.5

64.8

12.4

54.6

0.7

16.9

68.1

18.5

39.1

0.6

17.8

67.2

23.1

37.8

0.5

16.1

67.0

28.4
34.4

0.6

19.0

60.9

31.3
27.9

0.7

21.0

54.6

34.1

21.8

0.7

25.3

0

20

40

60

80

100

身体的虐待 介護等放棄 心理的虐待 性的虐待 経済的虐待

図１７ 被虐待高齢者の要介護度と虐待種別の関係

要支援１(n=801)

要支援２(n=966)

要介護１(n=3,046)

要介護２(n=2,568)

要介護３(n=2,129)

要介護４(n=1,452)

要介護５(n=865)

（％）

※要支援・要介護認定済者から要介護度不明の20人を除く。虐待種別は複数回答形式で集計。
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  ○ 被虐待高齢者の「日常生活自立度（寝たきり度）」と「虐待の程度（深刻度）」の関係

をみると、被虐待高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）が低い（身体機能が低下し

ている）場合、虐待の深刻度が高くなる傾向がみられた。図 20【34P】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （介護保険サービス利用状況との関係） 

  ○ 被虐待高齢者の「介護保険サービス利用状況」と「虐待の程度（深刻度）」との関係

をみると、介護保険サービスを受けている場合では、虐待の深刻度が低い「深刻度 1・

2」の割合が相対的に高く、「深刻度 4・5」の割合が相対的に低かった。図 21【35P】 
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身体的虐待 介護等放棄 心理的虐待 性的虐待 経済的虐待

図１９ 被虐待高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）と虐待種別の関係

自立 (n=480)

Ｊ (n=2,534)

Ａ (n=4,922)

Ｂ (n=2,483)

Ｃ (n=898)

（％）

※集計対象は要支援・要介護認定済者。寝たきり度が不明のケースを除く。虐待種別は複数回答形式で集計。
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6.5

8.3
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自立 (n=480)

Ｊ (n=2,534)

Ａ (n=4,922)

Ｂ (n=2,483)

Ｃ (n=898)

図２０ 被虐待高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）と虐待の程度（深刻度）の関係

深刻度１ 深刻度２ 深刻度３ 深刻度４ 深刻度５

※集計対象は要支援・要介護認定済者。寝たきり度が不明のケースを除く。
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37.3

33.4
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8.6

8.7

6.5

14.2

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護保険サービスを受けている
(n=9,550)

過去に受けていたが虐待判断時点

では受けていない (n=499)

過去も含めて受けていない
(n=1,681)

図２１ 被虐待高齢者の介護保険サービス利用状況と虐待の程度（深刻度）の関係

深刻度１ 深刻度２ 深刻度３ 深刻度４ 深刻度５

※要支援・要介護認定済者のうち、介護保険サービスの利用状況が不明のケースを除く。
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  ○ 被虐待高齢者の「介護保険サービス利用状況」と「相談・通報者」との関係をみる

と、介護保険サービスを受けている場合では、相談・通報者に「介護支援専門員」や

「介護保険事業所職員」が含まれる割合が相対的に高かった。過去受けていたが虐待

判断時点では受けていない場合では、相談・通報者に「医療機関従事者」が含まれる

割合が相対的に高かった。過去も含めて受けていない場合では、相談・通報者に「警

察」「家族・親族」「被虐待者本人」が含まれている割合が相対的に高かった。図 22【34P】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）虐待を行った養護者（虐待者）の状況 

  ◯ 被虐待高齢者における虐待を行った養護者（虐待者）との同居・別居の状況につい

ては、「虐待者のみと同居」が 8,792 人（50.5％）で最も多く、「虐待者及び他家族と

同居」の 6,258 人（35.9％）と合わせると 15,050 人（86.4％）の被虐待高齢者が虐待

者と同居していた。【18P】 

  ◯ 被虐待高齢者から見た虐待者の続柄は、「息子」が 7,409 人（40.2％）で最も多く、

次いで「夫」が 3,930 人（21.3％）、「娘」が 3,280 人（17.8％）であった。図 23【19P】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

息子
40.2%

夫
21.3%

娘
17.8%

妻
6.5%

孫
3.5%

息子の配偶者（嫁）
3.2%

兄弟姉妹
2.1%

娘の配偶者（婿）
1.4%

その他
3.9%

不明
0.1%

図２３ 被虐待高齢者からみた虐待者の続柄

※虐待者の総数18,435人における割合。
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図２２ 被虐待高齢者の介護保険サービス利用状況と相談・通報者の関係

介護保険サービスを受けている (n=9,550)

過去に受けていたが虐待判断時点では受けていない (n=499)

過去も含めて受けていない (n=1,681)

※要支援・要介護認定済者のうち、介護保険サービスの利用状況が不明のケースを除く。また、相談・通報者の区分中「不明」

を除く。

（％）
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  ○ 虐待者の年齢は、「50～59 歳」が 25.9%と最も多く、次いで「40～49 歳」が 17.1%、

60～69 歳（「60～64 歳」と「65～69 歳」の合計）が 15.9%、70～79 歳（「70～74 歳」

と「75～79 歳」の合計）が 15.6%の順であった。【19P】 

 

（７）虐待の事実が認められた事例への対応状況 

  ◯ 虐待への対応については、「虐待者から分離を行った事例」が 6,783 人（27.9％）で

あり、そのうち、「介護保険サービスの利用」が 2,213 人（32.6％）で最も多く、次い

で「医療機関への一時入院」が 1,237 人（18.2％）、「やむを得ない事由等による措置」

が 1,027 人（15.1%）、「住まい・施設等の利用（介護保険サービスの利用等を除く。）」

が 889 人（13.1％）であった。 

    一方、「被虐待高齢者と虐待者を分離していない事例」では、「養護者に対する助言・

指導」が 6,486 人（54.0％）で最も多く、次いで「ケアプランの見直し」が 3,153 人

（26.3％）であった。【20P】 

  ◯ 権利擁護に関しては、成年後見制度の「利用開始済」が 966 人、「利用手続中」が 632

人であり、これらを合わせた 1,598 人のうち市町村長申立の事例は 978 人（61.2％）

であった。【21P】 

 

（８）虐待等による死亡事例 

   養護者（介護をしている親族を含む）による事例で、被養護者が 65 歳以上、かつ虐待

等により死亡に至った事例（令和元年度中に発生・市町村把握）は、「養護者による被養

護者の殺人」が 6人、「養護者の虐待(ネグレクトを除く)による被養護者の致死」が 5人、

「養護者のネグレクトによる被養護者の致死」が 3人、「心中」が 1人となっており、合

計 15 人であった。表２【21P】 

 

表２ 虐待等による死亡事例の推移 

 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 

件数 31 27 24 31 21 21 26 21 25 20 24 28 21 15 

人数 32 27 24 31 21 21 27 21 25 20 25 28 21 15 

 

４．自治体における高齢者虐待防止対応のための体制整備等について 

 

（１）市町村における高齢者虐待防止対応のための体制整備等について 

  令和元年度で「高齢者虐待の対応の窓口となる部局の住民への周知」が 1,492 市町村

（85.7％）で実施されている。一方、高齢者虐待防止ネットワークの構築のうち、介護保

険サービス事業者等からなる「保健医療福祉サービス介入支援ネットワーク」の構築への

取組が 888 市町村（51.0％）、行政機関、法律関係者、医療機関等からなる「関係専門機関
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介入支援ネットワーク」の構築への取組が 871 市町村（50.0％）と半数程度にとどまって

いる。【24P】 

  市町村での 17 項目の取組状況と養護者による虐待における相談・通報件数及び虐待判断

件数との関係をみると、取組項目が多い市町村ほど高齢者人口比当たりの件数が多く、取

組項目が少ない市町村では高齢者人口比当たりの件数が少ない傾向であった。図 24【37P】 

なお、市町村での 17 項目の取り組み状況と養介護施設従事者等による虐待の相談・通報

件数及び虐待判断件数の関係については、明確な関連性は見出せなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 市町村における体制整備の取組項目 
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図２４ 市町村の体制整備取組状況と相談・通報件数、虐待判断件数の関係

件数（高齢者人口10万人あたり）
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市区町村の体制整備取組状況
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（２）都道府県における高齢者虐待防止対応のための体制整備等について 

  令和元年度の高齢者権利擁護等推進事業関連事業では、「市町村への支援（市町村職員等

の対応力強化研修）」は 43 都道府県（91.5%）で、「市町村への支援（権利擁護相談窓口の

設置）」は 35 都道府県（74.5%）で実施されていた。一方、「地域住民への普及啓発・養護

者への支援（養護者による虐待につながる可能性のある困難事例での専門職の派遣）」（実

施済み 7 都道府県）、「介護施設・サービス事業所への支援（身体拘束ゼロ作戦推進会議の

開催）」（実施済み 13 都道府県）などを実施している都道府県は限られていた。【26P】 

   

 


